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本資料及び本説明会におけるご説明に含まれる予想数値及び将来の見通しに関する記

述・言明は、現在当社の経営陣が入手している情報に基づいて行った判断・評価・事実認

識・方針の策定等に基づいてなされもしくは算定されています。 

また、過去に確定し正確に認識された事実以外に、将来の予想及びその記述を行うために

不可欠となる一定の前提（仮定）を用いてなされもしくは算定したものです。将来の予測及び

将来の見通しに関する記述・言明に本質的に内在する不確定性・不確実性及び今後の事業

運営や内外の経済、証券市場その他の状況変化等による変動可能性に照らし、現実の業

績の数値、結果、パフォーマンス及び成果は、本資料及び本説明会におけるご説明に含まれ

る予想数値及び将来の見通しに関する記述・言明と異なる可能性があります。 

 
※ 本資料中の「E」は記載の数値が計画または業績予想であることを表しています。 
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事業構造の転換 

1986 

5.4兆円 

2015 

11.5兆円 

電話サービスの展開 
移動・ブロード 
バンドへの移行 

グローバル・ 
クラウドの拡大 

10.8兆円 

2000 2007 

10.7兆円 

売上高 

音声 82% 
(4.4兆円) 音声 

48% 

IP系・パケット 

26% 

19% 
（2.2兆円） 

33% 
(3.8兆円) 

73% 

27% 
(3.1兆円) 

営業利益 

0.80兆円 
0.83兆円 

1.30兆円 

1.35兆円 

SI 26% 
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株主還元の強化 

-4- 
1986 2016.12 

政府 
32.4％ 

外国人 
31.0％ 

個人 
14.9％ 

金融機関 
18.8％ 

※NTT法上の 
比率は33.3% 

2004 

株主還元の強化 

積極的な自己株式取得を推進 

政府保有株の売出し 

自己株式取得の 
全面解禁（2001年） 

外資規制の 
撤廃（1992年） 

政府保有比率1/3まで低下 

継続的な増配 

政府売り出し 
（1～3次） 

政府売り出し 
（4～6次） 

自己株式 
取得開始 
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配当金と配当性向の推移 

6期連続増配 

2016（E） 

25 

120 

配
当
性
向 

円 

円※ 

4.8倍 

32％ 

2004 

12％ 
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累計3.3兆円の自己株式取得 

自己株式取得の推移 

（注） 数値は累計額 

3.3 兆円 

～2004 2016（E） 

-6- 
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株価の推移 
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株主還元の強化 

2017.2 2004 

NTT株価 

30%

50%

70%

90%

110%

130%

150%

170%

190%

2012年11月 
中期経営戦略 
「新たなステージをめざして」を公表 

2015年5月 
中期経営戦略をバージョンアップ 
「新たなステージをめざして2.0」を公表 
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『新たなステージをめざして 2.0』 

“バリューパートナー”への自己変革を加速し、 
利益成長軌道へ 

B2B2Xモデルを更に推進し新たな市場を開拓 

EPS成長目標を再設定 （400円以上* （2017年度）） 
その他の財務目標をローリング 

｢グローバル・クラウドサービス｣の利益創出スピードを加速 

｢ネットワークサービス｣の収益力を強化 

• 2016年5月に 350円以上 から見直し 

2015年5月 
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『新たなステージをめざして 2.0』 

目標年度 

ＥＰＳ成長 

海外売上高 
海外営業利益 

設備投資 

コスト削減 
（固定/移動アクセス系） 

中期経営戦略 
「新たなステージをめざして 2.0」 今年度の見通し 

（2016年度） 

2017年度 

400円以上 
（営業利益1.4兆円） 

376円 
（営業利益1.47兆円） 

220億ドル 
15億ドル 

176億ドル 
9億ドル 

▲2,000億円以上 
（国内ネットワーク事業） 

[対2014年度] 

▲1,500億円 
［対2014年度］ 

▲8,000億円以上 
[対2014年度] 

▲6,500億円 
［対2014年度］ 
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『新たなステージをめざして 2.0』 

“バリューパートナー”への自己変革を加速し、 
利益成長軌道へ 

B2B2Xモデルを更に推進し新たな市場を開拓 

EPS成長目標を再設定 （400円以上* （2017年度）） 
その他の財務目標をローリング 

｢グローバル・クラウドサービス｣の利益創出スピードを加速 

｢ネットワークサービス｣の収益力を強化 

• 2016年5月に 350円以上 から見直し 

2015年5月 
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海外売上高/営業利益の推移 

2017（目標） 

売上高 
220億ドル 
（約2.3兆円） 

*1 買収に伴う無形固定資産の償却費等、一時的なコストを除いた営業利益 
*2 日本円は104円/ドルのレートで算定 

2014 

営業利益 
15億ドル 

（約1,560億円） 

＊1 

＊2 

2015 

売上高 
156億ドル 
（約1.6兆円） 

営業利益  
7億ドル 

（約720億円） 

＊1 

＊2 

売上高 
150億ドル 
（約1.6兆円） 

営業利益  
7億ドル 

（約700億円） 

＊1 

＊2 

2016（E） 

売上高 
176億ドル 
（約1.8兆円） 

営業利益  
9億ドル 

（約940億円） 

＊1 

＊2 
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ネットワークサービスの収益力強化 
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2013年9月 iPhone販売開始 

 

2014年6月 新料金プラン提供開始 

 

2015年2月 光コラボモデル開始 
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『新たなステージをめざして 2.0』 

“バリューパートナー”への自己変革を加速し、 
利益成長軌道へ 

B2B2Xモデルを更に推進し新たな市場を開拓 

EPS成長目標を再設定 （400円以上* （2017年度）） 
その他の財務目標をローリング 

｢グローバル・クラウドサービス｣の利益創出スピードを加速 

｢ネットワークサービス｣の収益力を強化 

• 2016年5月に 350円以上 から見直し 

2015年5月 
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Ｂ２Ｂ２Ｘモデルへの取組みの狙い 

Ｂ２Ｂ２Ｘ 
価値創造＆ 
協業生態系 
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混雑解消 

交通 ﾍﾙｽｹｱ 

健康寿命 
延長 

流通･小売 

配送遅延ゼロ 
顧客満足度向上 

産
業 

自動車 

交通事故ゼロ 

製造 

ダウンタイム 
削減 

AI 

IoT リアルタイム処理 

セキュリティ ビッグデータ解析 

ICT技術を活用 

新
た
な
価
値 

高臨場UX 

生産性向上 

農業 

新たな感動・ 
表現 

エンタメ 金融 

安全・便利な 
取引 

ｽﾎﾟｰﾂ 

高臨場感向上 
集客拡大 

コラボレーションによる新たな価値創出 
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Ｂ２Ｂ２Ｘモデルへの取組みの狙い 

Ｘ 

パートナー 

× 

・
・ 

会員 

視聴者 

・
・ 

製造現場 

店舗 

・
・ 

・ライフスタイル変革、社会的課題の解決 
・サービス提供者のビジネスモデル変革 

サービス 
提供者 

AI, IoT, 
VR, AR, 

等 ・
・
・ 

メイン 
プレイヤー 

ＮＴＴ 
グループ 

Ｂ Ｂ 
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Ｂ２Ｂ２Ｘモデルへの取組み状況 
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2016.7 

2016.7 

スマートスタジアム事業 
における協業 

2016.6 
ＡＩ・ＩｏＴ技術を組み合わせた 
農業・水・環境ソリューション 

2016.4 

歌舞伎と 
最新ＩＣＴ技術の融合 

2015.10 

2015.9 

2015.4 2015.6 

ＩｏＴによる 
製造・生産の最適化 

2016.9 

生体情報を 
組み合わせた 
安全運転管理 
ソリューション 

DAZN 
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伝統芸能 × ICT 
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Ｂ２Ｂ２Ｘモデルへの取組み例 
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スポーツ × ICT 
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Ｂ２Ｂ２Ｘモデルへの取組み例 

ビッグデータ 
トラック 

・走行スピード 

・選手の位置 

・選手間の距離 
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高密度Ｗｉ-Ｆｉ、 

Ｗｉ-Ｆｉマルチキャスト 等 

ＥＣサービス 

映像サービス 

ファンサービス 

ＣＲＭ基盤 

Customer Relationship Management 

e-Commerce 

ファン・サポータ 

来場者 

地域コミュニティ
（地域商店街等） 

スポンサー 

イベント 
主催者 

 Virtual Reality 

 ＶＲ子供教室、  
 マイレージポイント 等 

 三次元 

 ３Ｄ、マルチアングル、  
 選手追いかけ 等  

 地域商店街との相互送客 等 

 ポイント、クーポン、決済 等 情
報
基
盤 

情
報
サ
ー
ビ
ス 

 競技開催日／競技以外（子供教室、地域イベント等） 

Nack5スタジアム大宮 
（大宮アルディージャホームスタジアム） 

Ｂ２Ｂ２Ｘモデルへの取組み例 
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Next Value Partner 
for 

by 

Transformation 
of  Business models and Lifestyle 

Trusted Solutions 
of Global, Secure, End-to-end,  
      and Full-line ICT services 


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23

